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I はじめに

昨年度の研究では，わが国の病院・産院等における母

子同室制由実態について調査し，対象 993施設りうち何

らかの形で母子同室制を採り入れている割合が53.9%に

申ぼっていること，その形態としては，母由ベッドサイ

ドにヨットをおくも白が母子向室申cr0)86.4%を占めてい

ることが明らかになりょまた母子室に移す時期，母子室

に入室する際D規~cr，感染由経験，きちに母子同室申jの

長所・短所などについで分析じ，考察を加えた。

今年度。研究では，母子相互作用を強化l.，.，母性意識

の確立とも深いカ晴、わりをもっと考えられる母子同室制

について，妊婦がどのような意識をもっているかをはじ

め妊婦の母性意識について調査し，考察を加えた。

E 調盃対象および調査方法、期間

調査は，表 1に示した9か所り病院，産院，保健所，

助産院等(東京3か所ィ地方 6か所〉に依額l.，.，各施設

を利用じた妊婦犯対1ふ外来受診時または母親学級受蹄

時にア γヶート調査用車去を配布し，妊婦が直接記入する

方法で行なった。

調査期間は， 1981年10月-12月である。

対象となった妊婦数は 1，205人， ζ むうち有効回答数

は， 1; 031 (85.6%)であった。その初・経産別及び東

京・地口哲別にみた内訳は表2のとおりである。

表 2 初・経産別，東京・地方別回答者数

「¥三 | 計|初産

l東京 |431|219w
l W.  I 50.8.% 

地 方|笠」jfiz

経産

212 
49.2% 
219 

36.5% 

表 1 調査対象

"'1 調査依頼先 |依鰍|富議|富議

東 地育 産病産
200 
200 129 I 64.5 

田 110 102 I 92.7 

京
計 510 '.. 431 84.5 

3pfzi墨前

83.8 
地 34 

899768...7 。1 30 I 29 
100 I 88 
200 I . 190 95.0 
250 I 192 76.8 

方
計|州 6ω| 86.3 

言十 1 1，州問l|85.6

*'保健所に依額，時助産院依頼，回助産院に依頼

判保健所に依額，制県庁に依頼，輔県庁に依額

E 調杢内容

アYケート調査。内容は，基本的調査項目〈年齢，学

歴，職灘，親とり同居，出産の経験，妊娠遡数) 6問，

及び，母性意識にかかわる調査項目(妊娠・出産に対す

る感情・意識，母子の接触や育児への意識，結婚・女性

に関する意識等)30聞である。

アソケート調査項目の詳細は末尾別紙りとおりであ

る。

(2回目〉

(加21
原;

(3回目〉

22 

(4回目〉

江写
円::B
hτB 
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W 調査結果

1 基本的事項

出産り経験zuc初産，経産〉及び地域別〈東京，地

方〉に妊婦の年齢，妊娠週数，学歴，職業および親との

同居についてみた結果は褒3-喪7のとおりである。

(1) 年齢〈衰の

今回，調査対象となった娃婦の年齢は，初産，経産群

ともに地方よりも東京の方が高い。初産群の平均年齢は

東京27.5歳，地方'25.5歳であり，経産詳の平均年齢は東

京30.0成，地方'23.7歳である。

表 2にみられたとおり，経産自場合寺田町出産が3回

目白人の割合は，東京よりも地方自方が高いが，経産群

企体D平均年齢においても，地方群が'1.3歳若く，出産

年齢白地方差が明瞭である。

表3 年齢

下----... __ ... ...1-1明20-呼15~29113M伊:35-39[40-

初事 I~I 0.~116~~1ぉ同12.~lg
れ 4n方 0.8138.8150.91 8.91 0.51 0 

東 NI 011617711041141 1 
経京 lz 01 363ド91166105

時 lz oils|51似 :lJ|ou

※......x，=45.17" P<O. 000 
(司調査時の妊娠週数(褒4-1)

調査時における妊娠週数をみると，東京では妊娠後期

α8週以降〉の人の割合が高く，地方では，前，中，後

期に分散している。そこで結果の分析にあたり，妊娠週

数別に全項目白特徴をみたが，明瞭な特徴や差はみられ

な、かった。

一、なお，結婚後。年数についてみたところ，初産群では

褒4ー 1 妊娠週数

下、士一| -15過 16-27 23-

初 委 I~ 1 
31 68 120 

14.2 31.1 54.8 

産 要 I~I 76 188 117 
19.9 49.3 30.7 

経
l 東京

N 33 45 134 
% 15.6 21. 2 63.2 

産 警N 
、347.25 

67 77 
% 30.6 35.2 

地方が6か月-1年未満が約半数を占め，東京では1年

-2年未満が30.1%と最も多く，全体的に結婚してから

妊娠する迄の期聞は地方の方が有意に短かい傾向がみら

れた(表4-2)。

表 4-2 結婚後。年数

r~鶏lF常総謀長岡鮭|叫
制11?;426略。~~I 321 101 61 

19
1 01~1 

1 l l211ペ221 91 什戸
(3) 学歴〈表5)

学歴別にみると，短大・大学卒以上とくに大学卒以上

の高学歴の人の割合が東京の方が有意に高<，とくに初

産群にそり特徴がみられる。

陸

調査時において何らかの職業に就いている人の割合

は，初産，経産群ともに地方の方が商くィとくに経産群

では40.2%と最も高い割合となっており有意な差がみら

れた。その仕事町内容では，いずれり場合も事務職が最

も多く，次いで専門的・技術的職業となっている。と〈

に初産群では，職業に就いている人の約80%が自宅外で

働色約70%の人がフルタイムである。

表 6 職業の有無

---一一
有~ [無 し 無回答

145 l 
66.2 0.5 

1 
0.3 
1 

17.0 82.5 0.5 
2 

0.9 

※・ 'X'=28.99 Pく0.000
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(母親との同居(表7)

親と同居している割合は，地方町方が東京より有意に

高むとくに経産群では51.6%0)人が親と閑居している。

東京においても，初産群より経産群の方が同居する割合

は高くなっている。

また，別居している場合でも，いずれもそり70%以上

。人は，実家と自宅とが日帰り図以内に位置している。

表7 親との同居.jJ'J居

\戸\空白書 I~制別居|無回答
初東 IN 1 23 I 11 I . 176 I 9 

京|%I 10.515.0|80.4 14.1 

震1 地 |NI 121 1231mls 
方 %31.8'1 6; 0 1 60.1 l' 2'1 

短打EdltI1alai 
1一*2 地 N1 9、91 14 l' 97 l' 9 

方 Z45主 |6.444.3I、 4.1

※1・・・・"=36.87 P<<f 000 
※2・・ ・・・"=53.68 Pく0.000

2 妊婦の母性意齢

J 

ノ

以下に，閉じく出産由経験別及び地域別に，妊婦の妊

娠・出産に対する感情・意識，母子の接触キ育児へ由意

識，結婚・女性に関する意識等についてみていく。

(1) 妊娠に気がついAた時り感情〈表8:)

自分が妊娠しているごとに気がついだ時うれしかった

と答えた人。割合は，経産群よP初産群が，東京よりも

地方が高かったが，有意な結果マ訂正なかった。地方で

は占うれしかったと答えた人は初産群では約80%と高い

が，経産になると，うれしかヲたがとまどし、があったと

答える人も東京と同じミ30%以上に増加じている。

表8 妊娠に気がついk時D感情

....__一~ーl
11213 4 無回答

初 事121r;|必l'1.: 
2 1 

0.9 0.5 

産 勢lziJt|18211;
。。。。

経 霊|Z!制3141

産 勢12i6 4 1 |0310; 

l. うれしかった 2. うれしかったが，色々な事情

・理由でとまどいがあった 払色々な事情・理由で
困った気持になった 4 産みたくなかったりで，う

れしくなかった

因ったり，うれしくなかったと答えた人は経産群でや

や増加しているが，非常に少数であった。

恒)衰の妊娠に対する失の反応〈表9)

妊娠していることを初めて夫に告げた時の失の反応を

みると，望書よりも夫りよろこび由反応はいずれの場合も

商く，経産群においても80%前後の割合でみられた。

表9 褒由妊娠に対する失D反応 / 

ト~下:--J1 31 4 I空回答

90.01 8.21 0.9 I O. 。初日敵国 2

産 3441 31 1 4 I • 2 I 0 
ω31311I10 051 g 

経 事|N W ペ7i11% 1 78.8 1 15.1 1 3目312目 0.5

産
地方 I~ 8r山~4t Lill。;

1 うれしそうで，とてもよろこんでくれた

2 うれしそうだったが，色々な事情・理由で心底か

らよろこんではいないようだった。

3 .争りところ産む予定はなかったので，うれじそ百

ではなかった
4 とまどい，困勺ているようだ勺た

但)望んでいた妊娠(表10)
今回の妊娠を望んでいたと回答した人申割合は，初

産，経産群ともに東京より地方の方が高<. Gたが。て

望んでいなかった入の割合は東京が地方よりやや商い傾

向がみられたが，有意な差ではなかった。経産になるに

したがって望んでいた人よりも，計画的妊娠を望んでい

る割合は商ぐなり，とまどいがみられた入白割合は有意

に高くなっている。 一、

表10望んでいた妊娠

¥一一二11 1::.1314 無回答

初|ぉ lzlm|149421231dl

産|望 |Nlm 利 67I 1 I 0 
※21 % 173.2 1 8.91 17.61 0.31 0 

経割引醐
U14a 11 

47.2120.8121.71 9.9 0.5 

産乙1101 (43:1 47 1 .16 田 ~I刈 a5173
1 望んセe<jと i 0計画通ザだった 3'. まだ望ん
でおらず，今回は早すぎた♂ 4. 産むつもりはな~，
望んでいなかった

渓1・・・ "=24.74 Pぐ0:000 ... ，) 

※2“・'''=51.82P<O.OOO 、
ζ
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(4) 妊娠中D健康状態〈表11)

妊娠中の健康状態は，全体的に良好であるが，経産群

。約10%<1>人が悪いと答えてu、る。

喪11 妊娠中の健康状態「_____ 1' 112 1 3 1 4 
1 

初霊 1223171?;ldl 0.5 
産 勢lli221lぉ| 。

7.6 。
経 事|N|l“I国 l'9~~ .1 1 % I 22，6 I ，67.0 I 9.9 0.5 
産 地方 l l MN 1 53. 31 7 51 635 11 81. 79 1 | 

2 0.9 
1.非常に良い 2.犬体良い 3 どちらかという

と慈い 4 非常に惑い

(5) 妊娠や出産についてD不安・心配〈表12・図1)

妊娠中の不安・心配についてみると，初めて町出産を

迎える場合の方が高く，東京では53，0%.地方では45.7
%の人が不安・心配であると答えているが，その割合

は，経産になると 10~百以上低下している。

地方よりも東京の方が不安・心配あ9の割合が高い

が，有意ではない。

不安・心配を内容別にみると，初産では，身体上・健

康上のことが東京，地方ともに最も31-<.24.7%であ

り，次いで精神的なことが11%以上の人にみられる。経

産になると，東京では身体上・健康上田ことが減少し，

生活環境のことと同じくほぼ10%になるりに対L 地方

では，身体上・健康上のことが17，4%と相変らず高く，

他。不安・心配と比較して特徴的である。

表12妊娠・出産についての不安・心配

下 ------11 2 3 ，.1無回答

初 震lzld 126?;|:ttl 4 
1.8 

産 勢 I~j ぷ 5 
1.3 

経

引?
72|5218216 34、oI 24.5 I 38.7 I 2.8 

産 42312dlJ111i 
1 ない

2 あまり考えたことはない

3 ある

図 1 不安・心配の内容

(%) 

" 
(%) 

2}:.，1 JlOj( 

制 11 届躍昆 m 酬
刷

帥
段

!o !o 

(時赤ちぞんについての不安・心配〈表13・図 2)

生まれてくる赤ちゃんのことについてり不安や心配が

ある人。割合は，妊娠・出産についてのそれよりも10~百

以上高くなっている。初産群では，全体の 3分。2以上

田人が何らかり不安・心配をもっており，経産群ではそ

れが減少しているもりの東京では49.5%.地方では43，4
%のメよか不安・心配であると答主ているー不安・心配白

内容としては，生まれてくる子どもにもし異常・問題が

あったらというものが非常に多く，その殆んどを占めて

し、る。

表13生まれてくる赤ちゃんについての不安・心配

戸之二コ 1 1 2 ，1 3' 1無回答 i

初計j! 什::~ 1凶 113.2 I 18.7 I 65.8 I 2.3 
611651 mls 16.0 I 17.1 I 66.1 I 0.8 

経

訪
641411m|2 

8313619515 産 37.9 I 16.4 I 43.4 I 2目5
一cーない 2':あまり考えたことはない 3.ある

図2 不安・心配の内容

帥{9l6}fi 
JJ(京 地方

面観
40111' 届.'.草壁

20 

64 12 l園fl.iS1.:!Q_，叫・4

話弘 ;治3if1 Z量: 飽
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。)妊娠中の夫の気づかい(褒14)
妊娠中，失が何かと気をつかってくれる割合は，初産

群では90%を越えている。よく気をつかってくれると回

答した人は，東京，地方ともに半数を越えているが，経

産になるとその割合は半減している。

表14妊娠中田失由気づかい

初|套!日 I，，~6~: I印|“ l-130/ ， J:;;.I:;ヴ..官 民向唱 811.4 

産|事 lZ|5ri|4E;12;|1;|oi 
経|霊 |γ|曲 |mini% 1 28.8 1 51.4110.'41 9.01 0.5 

産勢 I~ ぺ吋利引 s% 1 26.0 1 52.5110.51 9.61 1.4 

1.よく気をつかってくれる

2 どちらかというと気をつかってくれる

3.どちらかというと気をつかってくれない

40あまり気をつかってくれない

(8) 予定している出産自場所〈表15図3)

どういうところでの出産を予定しているかをみたとこ

ろ，東京では病院，産院カ鴻んどを占出ているが，地方

ではそり割合は45%前後であり，診療所・開業医，助産

所。方が多〈初産，経産群ともに半数を超えている。こ

れは東京町調査対象者が特定の病院，産院を利用してい

る妊婦に限られており，地方では特定されていないとい

う条件が大きく影響している。

いずれにしても，地方では比較的小さく，あるいは個

人的つながりが強いと思われるとこ右でり出産を予定し

ている傾向がみられる。

衰15予定している出産自場所

¥べ |病院|産院関;相無回答

初票 12lJ31491|J| 01115 0'1 0.51 2.5 

持 I~I ベ ~I 叶 ~I ペ 5fl:;lj 1 % 145.11 1.0144.61 2.11 5.81 1.3 

経|霊 lzlA|612:10411 01 ，0.9 

豪勢 I~I ぺ ~I ぺ 15| ぺ 3 2'I:;Ij 1 % 143.41 0.9129.21 6.8118.31 1.4 
援1…・"が=248.23P<O.OOO 
※2…・・.x'=237.98 Pく0.000

出産申場所を選定Lた理由をみてみると，信額でき安

心して任せられるというもDが非常に多わ東京・地方

ともに第1位を占めている。第2位としては，自宅，突

家に近いことがあげられている。また，衛生管理や段備

が整っていることは第3位にあがっている。第4位が東

京では，経費上自理由をあげ，地方ではわずらわしさの

ないことをあげている。また，地方の方が理由がやや分

散しているのは，調査対象の条件D差が関係していると

恩われる。

図3 出産自場所を選定した理由Dウエイト指数

2n，3 

口…臨 〈路】ウ."指".各羽""に
Ml~(3点:l. 1lI2G1:(2A:) 
務S位u点〉め得点，.各お
の1l!tt(3X2Xl'Xn象.
/舎町~D紛で除C..∞.
Lた偵であるe

(9) 希望する分娩の方法〈表16)
出産にあたらて3ぎのような分娩の方法を望むかにつ

いてみたところ，初産群において，東京よりι地流。方

が苦t-<，-亡も自然な状態で生魚たいと望む人の割合は有

惑に高かったよ:じかL，-;，曲産の経験のある人ほどよ無痛

分娩より屯自然な状態可在住みたいと望む人の割合が増加

Lている~t'有意な差ではな山また，病院などり方針に
任せたいと思う久は}地方よJりも東京に多いJ
表16希望する分娩D方法

卜下____1.1Iil，3I，415 除回答;

1東 N 卜 11 '37， ~I" ， ，78 1 901 
に京 %10，51時.91.35.6141.11

府間 i
民喜 Ei

l京%

門事 21OLidMFilsdl 
※・・ 4三22て39 i'<:O:∞1 
1 薬物位よる無部分t却を望む
2 薬物によらない無痛分娩を望む
3 苦しくても自然な状態で産みたい
4.病院などり方針がこ任せる
5 特ぜこない

。。
4 

1.9 

3 
1.4 

~ s ，-



日本総合愛育研究所紀要 第18集

Fω 出産時。夫の立ちあい〈表17)

出産の時に夫が立ちあうことを希望する人は，東京で

は初産，経産群ともに約3分の1に近い。一方，地方で

は立ちあいを希望する人は初産の39.1%から経産自32.0

%へと減少しており，夫町意志巴佳せる人の割合が高く

なっている。しかし，これらには有意な関連はみられな

かった。いずれにしても，央の意志に任せる人が40~百台

を占めている。

表17 出産時D夫申立ち合い

~I 1 1 2 1 3 1 4 1 5 I無回答

初司|陳豪 I~引11訓1A常刻iド仏μ2幻J1J外4
産|望 I~Iω| 叶ぺぉ 14Õペ s% 110.2 1 28.9 114.41 4.7140.91 0.8 

時 I~ 1 92~ I “ 11/~ I 白 | "1 2見619.4121.7117.51 7.1143.41 0.9 

産勢 lz A ド244JiltilAt|12

1.是非立もあってほLい
2.できれば立もあってほしい

3.できれば立もあってほしくない

4.絶対立もあってほし〈ない

5.夫の意志に任せる

ω 出産直後からの赤ちゃんとの接触f表18)

出産直後できるだけ早くからずっと自分の赤ちゃんと

一絡にいたいと希望する人。割合は，地方が東京よりも

有意に商い結果がみられ，とくに初産では47，0%の人が

希望しており，いっしょにいたい人の割合では，初産で

も東京が61.6%.であるりに対l-.地方は，77.7%にりぼっ

ている。この相遣は経産群にもみられる。しかし経産自

場合には，全体的にいっしょにいたいと希望する割合は

低下し，地方においても時々会えばよい，あるいは必要

な時だけ会えればよい，とくに会わなくてもよいとする

人の割合は21.9広から41.1%へと倍増しており，初産群

と経産群の間には有意な相違がみられた。

~~ 母子別室町場合の赤ちゃんとの接触〈褒19)

入院中，母と子が別室の場合に，自分の赤ちゃんとど

の程度いへっしょにいたいかをみたところ，上述の傾向と

同じくできるだけいっしょにいる機会を多く求めている

人は東京lよりも地方が有意に多かっキ帆東京では，初産

の場合病院などの方針に任せる人が3分の1以上と最も

多かったが，経産になると授乳りときだけでよいとする

人の割合が30.2%と最も多くなっている。

地方においても，経産の場合は，授乳のときだけでよ

いとする人の割合は初産申場合よりも非常に高くなって

いる。その一方で，東京，地方ともに，経産申場合で

も，できれば田中はいっしょにい主授乳や世話をしたい

とする人の割合は初産よりも商くなっている。

表18出産直後からの赤ちゃんと心接触

ト________1_1  I 2 1 31 4 1 5 1無回答

初来すI~Iω| 引野 |19京%1 28目31 33.3 1 26.0 1 8.7 2.~I 1. ~1 
要地~I~I 吋叶ペお1方 %147.0130.7113.617.3 1.01 0.3 

ぺ mlJi| ぺ ;|114.6124.5143.4116.51 0.51 0.5 

方41% nl ペペペ 4|233.8124.2123.31 16.01 1.81 0.9 

1.できるだけ早くからいっしょにいたい
2. 自分が疲れでいたり，赤ちゃんの健康や感染が心

配だが，いっしょにいたい

3.自分が疲れていたり，赤ちゃんわ健康や感染が心

配なのでぎ時々会えばよい

4.退院するまで必要な時だけ会えばよい

5 退院するまで病院に任せて，とくに会わなくても
よし、

※1....ーが=28.38 P <0. 000 
※2......"'=31.40 Pく0目。。。
来日3......，x2=30.鎚 P<O.OOO 

※4…・"'='27.02 Pく0.001

表19 母子別室D場合。赤ちぞんと0綾触

「---___ _l112131415  除回答

初室見 |171601 17|4117618 
P 京広 |7.81 27.4 1 7目81 18.7 1 34.7'1' 3.7 

陣要 Z|181121|501 何 |1M12
「方%1 4.7131.8113.1119.9129.91 0.5 日州開1 91州301230.2125.01 4.2125.51142 1 .0.9 

罪NI .1 HI 181 01 ol 9 
Z115.1123.31 乱2127.9121.51 4.1 

1.授乳のときだけでよい

2 授乳Dときだけでなく，赤ちゃんに話しかけたり

世話をするときもほしい

3. 1日に何回も会うときがほしい

4.できれば田中はドっしょにいて授乳や世話をした
し、

5 病院などの方針に任せる

4草生後約4週間の栄養法(表20ーJ.2.図4)

生後幼4週間。栄養法については，母乳にしたいと考

えている人の割合は，東京で約95%.地方で約92%と初

産，経度群ともに非常に商い。とくE東京では，是非母

-6ー
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軍しにLたいと考えている人は初産で61:6%，経産で64.2
%と商い割合でみられる。

妊娠中においては..-A工乳，混合朝しを考えヲ亡し、る人は

非常に少ない。したがって，その理由をみても，母乳を

考える理由としてあげられているもりが殆んどであり，

自然である，栄養上よい，スキγVップがはかられるが

上位を占め，逆に仕事， PCBなど申汚染乳房の形な

Eの理由はきわめて少ないか，全くない。とくに東京で

は，自然であるを理由にあげた入の割合は75%を越えて

いる。

なお，庭婦自身が赤ちゃんの頃どのような栄養法であ

ったかをみたところ， 20-30代の妊婦は母乳で育てられ

た人は東京:70;百前後，地方76%前後であった。

喪20ー 1 生後約 4週間。栄養法

戸 六|112L3'_~I'61糊|

初 震 I~161オヰ

蕗器仕i

一産 ヰ4404;
l 是非母乳にする 2 なるべぐ母乳にしたい
3 母乳，人工乳D混合乳を考えている 4 なるべ
く人工乳にしたい 、5'，是非人工乳にする 6 どち
らでもよい

図4〆栄養法由理由

*京 地方
!一〆

表20-2延期自身の乳児期。栄養法

ト---- |母乳|混合称工乳主??伸容

初 霊1~ 16~什 351248lhs% 168.0 116.0 111.0 1 3.71 1.4 

Ji132103 産 勢 N 
% 74.5115.5 

経 東京
N 

M9|ペペ 812% '170目311~31 ~91 &81 ~9 

産
警一 27nidiJlJl 

。。
Ú~ 授手L<D仕方〈表21)

赤ちゃんの授乳の仕方については，全体に要求尊重派

が規則尊重派よりも多く，経産の場合には，要求尊重派

は東京が69.8%，地方が70.7%と，その割合が一層高く

なっている。

表21授乳の仕方

，-...........__~111213T415 1無回答

東 1N 1 46 と941241401121 3 
初京|%12正0142・911・0118田315.511・4
産地 IN1831'157 列 1781191"31

方|%121.81.41・2そ0・8120・515・010.8;-1 
|東 I!'II45 /1031 151 37 1 1Q 戸京 |%21.21 4.8.67'，1 117.514才 0.9

陣要 lzJilJils119?3121|1i
1 規則的に与えるよりも，子どもの要求にあわせて
与えたい

2 どちらかというと正規則よりも要求を大切にした
し、

3 どちらかというと，要求よりも規則を大切にした
し、一 ι

ι きちんと時間詮決めて，規則的に与えたい
5 どちらでもよいマ

紛深夜の赤ちゃんへり応巴方(喪22)

深夜，疲れて眠っている時赤ちゃんがぐずったりひど

く泣いたりした場合にどのように応巳ょうとしているか

をみると，実際に未経験(初産〉の場合は，東京地方と

品にできるだけ起きると答えた人が最も多<50%を越え

ている。経産群では，起きてあやそうとする人白割合は

やや減少する。しか，1.-東京、と地方では傾向が異なり，東

京ではドすぐ起きdてあ予すと答える人が44，8%'と最も多

くなってかるρ

的赤ちゃんめ排使やおむつり処理〈表23)

赤ちゃんり排便やおむつの処理については，養育経験

の室長が顕著にみられ，経産群では何百ためらいもな丈?で

きると答えた人は約90%を占>!:>;汚たいとかいやな気持

Z5::::圏
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がおきることは著しく減少する。こり経産歴による相違

は有意であった。

表22 深夜。赤ちゃんへり応じ方

~一一l 1 3 ¥無回答 1

初 奈川 .7~ 1 叶35.21 52.1 11.4 

産 勇w ペペ50.71 11.5 0.8 

|:開

1 
13.2 0.5 

3 ι231  
2 

0.91 

1.すく・起きてあやしたりする
2.眠っていたり疲れていると起きられない時もある
だろうが，できるだけ起きる

3.あまり長かったり，ひどい時は起きる
4.むしろ起きないでいる

表23 赤ちゃん白排便等り処理

i一一下......___¥ 1 2 |無回答

初 幹I~I ペペ ~I 4 
64.81 29.21 4.1 1.8 

産 終lz|
1 

90.1 6.6 0.5 

経 震予121
1 

90.1 0.5 

産 警警Ifl
3 

89.5 7.8 1.4 

1 何むためらいもなくできる
2.汚ないとかいや気持はおきるだろうが，しなけれ
ばいけない

3. しなければいけないと思うが，あまり手をかけな
いですむ白ならそれにこしたことはない

4.汚ないし，いやな気持がおきるので自分ではでき
ない

来1・・・・・'.<'=41.56 P<O.OOO 
※2…・'.<'=43.22 Pく0.000

。司 夫の育児への重量加〈褒24ー 1・2)

失が育児巴参加することについて，妊婦自身り考えと

夫の考えの双方をみたところ， ZEとしては90%前後の人

が，夫の参加を求めている。しかし，その内容では，全

面的に重参加すべきであると考える人は，経産申場合には

やや低下し，央へり期待や育児参加意識は低下する。こ

の傾向は育児参加に対する夫り考え方をみていくと，一

層明らかである。喪が夫に何らかの育児参加を求めてい

る割合は90%前後であるのに対1..-，失が全面的にあるい

は必要な時にすすんで干るだろうという積極的参加を考

え，期待する人。割合は，初産群の74%前後から経産群

の51%前後へと低下している。車買めばやってくれるだろ

うという，あまり期待しない人の割合がとくに多くなっ

ており，この傾向は有意であった。

表24-1 失の育児へり参加(妊婦の考え〉

r-----ー」 1 I 2 I 3 I 4 I無回答

初
ntldii| 0110.51 1.4 

産 勢 I~ 1ペベ 1

。
26.2165.61 0.3 。

。
経 震 I~ ぺ叶19.3174.1 。5.7 I 0.9 

産 斜|叶 2| ペ215.5 1 73. 1 1 O. 9 1 9. 6 1 0.9 

1.全面的に参加すべきである
2.いつもではなし必要な時には失に参加してもら
いたい

3. 自分だけでやり，失には余計な心配をかけたくな
L、

4.失の意志に任せる

喪24-2 夫の育児への参加〈夫の考え〉

1 _ ______  一一 1 2 I 3 I 4 I無回答|

初 24 134 
回 Io. ~ 1 3.~ 11.0 61. 2 23.71 0.51 3.7 

産 44 247 79iz|9 11. 5 64.8 20.71 0.51 2.4 

経 ii %14.7148.1142.51 3.31 1.4 

産 均123714P3142:lJ|s;

1.全面的にやってくれるだろう
2 必要な時にはすすんでやってくれるだろう
3 頼めばやってくれるだろう
4.E尚三?ってくれないと思う
※1…・'x'=26.93 P<0.001 
※2…・'x'=45.67 P<O.OOO 

側妊婦自身の母親からの愛情体験(表25)

妊婦自身が，こどもの頃母親から愛情をもって育てら

れたかどうかについてみると，全くそう思っていると答

えた人の割合は，初産群。東京が83.1%を占め，次いで

経産群む東京が78.3%と，地方より東京の方がそり割合

が高い。しかし，地方でも初産群76.6%，経産群71.7%

と全体的に商く，どちらかというとそう思っているとい

う入。割合を合めると殆んど白人が愛情をもって育てら

れたという体験意識を持っている。

輔育ってきた家庭の雰囲気〈表26)

娃婦が育ってきた家庭の雰囲気は，上述り母親D愛情

体験と同じく，殆んどの人が，なごやかであったと答え

~8-
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ているが，とてもなごやかであったと答えている木の割

合は，東京，地方ともに，初産群より経産群に高かっ

y.  
，~。

なお，今回の調査対象となった妊婦りきょ，うだhの状

況をみると，全般にひとりつ子は非常に少なく，きょう

だいの数は経産群の方が初産群よりやや多く，.-4人以上

りきょうだいをもっ人り割合は，初産群では東京14.6
%.地方 9.2%，経産群では東京20.3%.地方16..0%と

なっている。

表25妊婦自身の母親からむ愛情体験

一¥一一一I1 1 2 13 _1 4 1無回答

初 8;811143;|。;|。;|1i
産 71支|J111403111
経 i霊1272:113lol|oi|oi 
産 ペペ 412|271.1124.71 1.81 0.91: 0.9 
1.全くそのように思っている
2 どちらかというとそう恩っている
3.. どちらかというとそうは思っていない
4.会くその主うに思っていなし、

表26脊ってきた家庭o雰閤気

r------11 121.3 14 1無回答

初 42i1398:111?ilJ|1i 
産 1691mlペ51244.4145.41 8.41 1.31 0.5 
経 ぷ.~叫
産 勢[~ ペ叶ペ36.5151.1111.4 o 1 0.9 
1.とてもなごやかであった
2.どちらかというと，なごやかであった
3. どちらかというと，あまりなごやかではなかった
4.全くなごやかでは井かった

側乳児，幼児との接触経験〈喪27)

結婚するまでに赤ちぞんや小さい子と接触したり，世

話をした経験につかてみると，接触したり，世話をした

経験りない人は，初産では4分。1以上，経産ではS分

の1以上の人にみられた。むしろ初産群よりも平均年齢

り高い経産群。方の割合が高かったσ 日常生活を通して

よ〈接触や世話をした己とのある人は全体<D5分。1に

満たない。

ω家庭生活や育児についての結婚前の期待(表28)
結婚前に家庭生活や育児に期待や夢を持っていた人の

割合は，地方が東京よりも高<.初産群において有意な

差がみられた。東京では4分自1以上の人があまり期待

牛歩を持っていなかったと答えてレる。

表27乳児・幼児との接触経験

r------.--1.1121.3'14'1無回答

初 6引1412|23 4 1.8 
産 34 べぺ 98

2 8.9 15.0149.9125.7-0.5 
経

12 351 ペ :~I. 1.:5.7 16.5142.9133.51.1.4 
産 131叫JiI33103

液鑑産初i-li'1 J種攻撃曇+ a F" N U N aN M E ， 
の1唱600 5 

描M 留

1.強く持っていた

m E aau a m ψ伊 宮7 

噌 。2Sm 倒6a 。1 8 

2.どちらかというと持っていた

2a 1 L 
15 4 5 a S 5 8 

3.どちらかというとあまり持っていなかった
4 全く持っていなかった
※…...#=13.47 Pく0.010:
ω 現在の結婚ヘ白期待〈表29)
現在の結婚を失ともども望んでいた人の割合は，初産

群では東京，地方ともに89%を越え，失と饗のどちらか

蕊望んでいなかったと答えた人は7%程度にすぎない。

経産群では東京が88.7%.地方が83.6%ι噌や差がみら

れ，地方では望んでいなか勺た入。割合は初産群に比べ

13.7%と商くなっている。

鈎子どもへの好悪感(表30)
子どもが非常に好きである人り劉H告は宅東京ょこりtも地

-'.9ー
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方自方が高く，また経産群よりも初産群に高くみられた。

こり経産歴による差は有意であった。子どもが好きでは

ないという妊婦は，経産群では東京に18.9%.地方に13

7%の割合でみられた。

一方，褒と夫で比較すると，全体的に央D方が子ども

好き申傾向がみられ，初産群では東京が93.2%.地方が

96.4%ときわめて高い割合であり，経産群でも地方が94

5%，東京が93.4%という高さであった。子ども好きで

はない夫は5%前後であり，安よりもきわめて少ない。

表29現在。結婚へり期待

r-一一一111213J~1無回答初吉12.~ 1 1 o. ~ 1 89.51 2.71 4.11 0.91 2.7 

|三経 41il ItlAl zi1 1i 

8iう|zilA|oill;
N1831 61161 81 6 

産 1836127173117127
1.失ともども非常に望んでいた
2.自分は望んでいたが，夫は必ずLもそうではない
かもしれない

3 自分はあまり望んではいなかったが，央は望んで
いた

4.央ともども別に望んでいたものではなかった

褒30子どもへ白好慈感

(妊婦〉

一下i|1121 314!?[ 

初事総1273J;lt;lJi|1.;|1

産 勢 lNmlI川引 ~I% 1 41. 5 1 49.9 1 7. 9 1 0.3 1 O. 5 

経 護|針 門 401※ 22.6158:0118.9 o 1 0.5 
産 要lN3Jild引dl o 1 0.9 

※-・・・.x'=14: 32， P <0.010 
〈央〉

1-----------1 ，1 1 2 1 3 1 4 1無回答

初 震 I~1114190|1210|% 152.1141.11 5.51 01 1.4 
産 勢12FN 2i ls!?引31引oil。;
曹品 8211161111 21 1 要13871547152|。引 0.5
産 事[]mlm19121 46.1148.41 4.11 0.91 0.5 
1.非常に好きである
2.どちらかというと好きな方である
3'.どちちかというと好きな方ではない
4.好きではない

帥育児と労働(表31)

家で子どもを育てる乙とと社会に出て働くことを対比

させ，どちらを望むかをみたところ，地方。経産群を除

いて，完全育児重視派が最も多く，育児重視派に属する

人をすべてあわせると，地方では初産群80.1%.経産群

76.7%という商さであり，一方東京では初産群69.4%.

経産群75.0%であった。両立派に属する人は，東京では

初産群が24.2%と経産群。18.9%よりも高心地方では

いずれも17%である。また労働盛視派に属する人は，東

京では初産群 4.6%.経産群 5.7%.地方では初産群

2.9.9￥，経産群 5.5%と，やや経産群の方が商い。

表31 育児と労働

l 家で子どもを育てることが大切なのでそうしたい
2.家で子どもを育てることが大切だが，現実には働
くこともあるだろう

3.家で子どもを育てることも，社会に出て働くこと
もともに大切なりで，突際にも両方を考えていきた
し、

4 社会に出て働くことが大切だが，現実には家で子
どもを育てていくことも考えていかなければならな
いだろう

5.社会に出て働くことが大切なりでそうしたい

帥女性であること〈表32)

自分自身が女性であることについて，よかったと思

い，誇りに思っている人の割合は初産群では東京39.6

%，地方43.8%.経産群ではそれよりも低く東京33.5

%.地方38.4%となっでおり，いずれも地方の方が高

い。女性でよかったと思っている人をあわせるといずれ

も86%前後を占めている。女性でない方がよかったと思

っている人は，経産群が初産群よりもやや多く，東京，

地方ともに約12%となっている。

褒32 女性であること

「~~~J1 1 2 1 2 1 4 |無回答

;事3871102121 izl 39.7 1 46.6 1 9.6 1 0.9 1 3.2 
1671 16614017| 
43.8143.6110.51 1.81 0.3 

経 東京 I.~ 711ml Z1161 33.5153:3'1 9.91 2.81'0.5 

|産 地方 I}} 8411引 2314|38.4 1 47: 5 1 10.5 l'、1:81 1.8 
1.女性でよかった1...誇りに思っている
2 どちらかというと，女性でよかったと思っている
，3.どちらかというと，女性でない方がよかったと思
っている

4.女性でない方がよかったと思っている
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3 妊婦の母子同室制への意隙

今回のアンケート調査申中で，妊婦の母性意識と関連

させて，以下のような質問により母子同室の希望の有無

をたずねた。

「現在，病院によってはお母さんとの最初白出合い

を大切にい'その後四母子聞の接触や交流をできる

だけ配慮するため， λ院中お母さんと赤ちゃ泌が同

じ部屋にいる体制をとっている場合があります。こ

れを母児同室申!とL、いますが，こり母児同室制につ

いておたずねします。」

この質問に対する回答の結果は表33のとおりである。

表33 母子同室の希望

? 下三_11 12 13 14 陣
初

dl d引ALAi-1;
産
※ 

ぺ
2

ペmlu|
。

1 1 17.3 1 70.6 1 5.8 1 6.3 1 0 

経

;ijlnim
いla|5.7155:7113.2 r 24.5 t 0:9 

産

2外;j;lr;|123113
※ 
2 

1.そり体制を是非望みたい
2.その体制で，母児D健康を十分に配慮してく討る
りであれば，それを望む

3.そD体制では，母児。健康を十分に配慮してくれ
るかどうか心配であり，あまり望まない

ι 自分もくつろげず，疲れるだろうから別室を望む
※1......#=15.99 Pく0.005
※2…"%'=28.70 P<O.OOO 
※3…f田.#=21.07 Pく0.001
※4・・・・ ..'=22; 90 . Pく0.001

これによれば rその体制で母児<7)健康を十分に配慮

してくれるりであれば，それを望む」という条件付きで

希望する人目割合が最も高<，初産群では東京68.9%，

地方70.6%，経産群ではこれより低く，東京55.7%'，地

方54.8%であった。これ
Pよりも事らに積極的にその体制

を是非望みたいと希望する人は，地方が東京よりも高

く，初産群では東京10.5%に対t..地方17.3%，経産群

でほ東京が5.7%と低下Lてい石町に対1.-，地方では

21.0%ときらに高くなっている。

令1Fの具売に':母子同室を望む入り割合は経産群よりも

l初産群が高く， '東京よりも地方が高い傾向がみられ¥こ

示会の差は有意であった。肝同室を望まぬ人は，初産

群が地方12.1%，東京18.8%に対1.-，経産群は地方'22.4

%.東京37.7%と約2倍である。

経産群について，過去の母子同室の経験D有無別に，

母子同室町希望をたずねたところ，表34<7)とおりわ結果

となった。過去に母子同室を経験したことりある経産婦

は東京よりも地方に多い⑫地方では，表38のそれと比較

すると，母子同室経験者<7)母子問室を望む割合は全体の

それよりも高く，未経験者。望む割合は全体りそれより

も低かった(経験者78.5%，全体75.8%，来経験者67.9

%)。東京においても同じ傾向がみられ(経験者77.3

'%ょ全体61. 4%，未経験者5L2~百〉この傾向は有意であ

った。しかし，母子同室を望まない人白うも，とぐに別

室を望む人は，母子問室経験者百うち，地方 7.7%に対

L，;"東京14:3%ど2倍
1

の割合でみられた。

表34経産婦のぼ子同室の経験り有無と母子同室。希望

お勾戸桝童話gで|総意思置を望|詐

甘川14Aidi

9~ 1 ペペ dlmr 1 ":".1 4:，9% 1 .46.3 1 5 .17.1 1 31. 71100: 0 

長
3158611511|104 28.8% 1 . .58.7 1 4.8 1 1..7 1 100.0 

aI3Ml ペ引 103
15.5% 1: .52.41 : ，13.61 18.4'1100.0 

援1・・・・#=14.50.Bく0.005
.※2・…"'=13. 43 <P1こ0.005..，
4 妊婦の母性意織と淳子同室の希望との関係

以上の結果に示されだ妊婦の海性意識と，母子同室の

希望とり関係にづいゼグ官ース分析したととる，つまの内

容については，有意な連関がみられた。

。)希望する分娩り方法と母子同室〈表ぉ)

分娩の方法につい'of，初産の場合よりも経産自場合

に，苦しえても自然な状態で産みたいと希望する人り割

合が多いが〈表16)，慢子同室の希望との関係についてグ

~Z-分析Lたと=ろ，ー志だ出産経験を持たない初産群に
おいて，東京，地方と主に有意な連関がみられた。即

ちj苦Lくても自然な状態で産みたいと希望する人は，

母子同室を強く望み，無痛分娩jfも薬物によらない方法

でそれを希望1''1>入。記、条件付きであっても母子同室を

琴んでいる傾向がある。この傾向は，出産を経験してい

る妊婦でば明瞭どみる
F

むとはできなかった。

恒) 出産直後からの赤もぞんとD接触と母子同室〈褒

36) 

出産直後から赤ちゃfんといっ、しょにいたいと希望する

人は，経産群よ P も初産群~r..東京よりも地方に多く:み
られたが〈表18)，そり希望は母子同室への希望ときわめ

て類似した意識であり，初産，経産瀞及び東京γ地方り

いずれにおし、ても，非常に郎、程度で有意な連関ポ弘ら
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れた。すなわち，赤ちゃんといっしょにいることを希望 (経産〉

する人は，母号同室を希望し，時々又は必要な時だけ会

えばよいとする人は，母子同室をあまり望まなかった

り，母子別室主希望する傾向が強い。

表35 希望する分娩町方法と母子同室
(初産〉

よ芸事長手際討議li朝 鮮 に

東 82101Mloi 

M| 。|ペ s16.11 0.0144.31 2.0 

京 7|01711  
語草 ない 43.81 0.0143.81 6.3 
1 

4|;143  16.71 4;2.1 50.01 12.5 

地
ぺ 9| 。|ペ 162. 1 1 .13.6 1 0.0 1 22.7 1 1. 5 

45.7 ぺ81 ペ 917.81 O.目 0133.113.3

菜室Et望 l 日 li|0131359. 1 1 . 0.0 1 0.0 1 27.3 1 13.6 

刈 dlolld|83

※1・・・・・.x'=42目 65 P<O.OOO 
※2・・・・.x'.=28.09 Pく0.001
表36 出産直後からり赤ちゃんと四接触と母子同室
〈初産〉

ぶ主望日55i雪羽狩lfffl霊祭|

91. 3 110| 。10.81 8.71 0.01 0.01 0.0 

む件で望| 幻想|
判幻覚|斗 13

京※ ~ 1川310
1 バdi120483

地
6|111io  9.1-1 1.51 1.51 0.0 

42.5 叶お|ペ l38. 1 1 14.2 1 4.9 1 0.4 

夏25t望| 51915| 。22.7140.9.122.71 O.。

2 

414I913  16. 7 16.7 1 16.7 1 37.5 1 12.5 

員提1......91.86 Pく0.000
※2"，，'，144.38 Pく0.000

ゐ長塾1555???酔鴨署障壁E
是非望む1 75.g 253101101 

。
東 0.0 

条望件む付で 1 1la 1 46139|12 。

京※ 

39.0133.1110.2 。。

別むあま室なまいり望 1 3. ~ 1 10引641ilnilsl
1 

を翠Lo.81 0134118 。
0.0165.41.34.6 。。

是非望む| 103101101 
1 

地 2.2 

条謹件む荷で 1 263~ 1 331ぷ1d
s 

2.5 
※ 方

別あむま室なまし吾り望蔓1I11 43 8 11 6 1 1 lati63114: 
。

。。
2 

0111im| 0.0 1 39.3 1 57. 1 1 0.0 

※1・....x'=103.34 Pく0.000
※2…・ .x'=135. 53 Pく0.000

。)母子別室の場合の赤ちゃんとり接触と母子同室

同じように，入院中母と子が別室。場合の赤ちゃんと

の接触の希望〈表19)と母子同室とは，初産，経産群及

び東京，地方のいずれにおいても有意な連関がみられ

た。すなわち，母子別室の場合であっても，できるだけ

赤ちゃんと一緒にいたいと希望する人は，母子同室を希

禁1..-，それ程望んでいない人は母子同室も希望してない

傾向がある。

表37 母子~U室町場合。赤ちゃんとの接触と母子同室

(初産〉

立T15端容|穣授けと乳できだのよ
病任院せにる

u、

東 是非勤| 21610| 
乱1町 27.310.01 4目5

条望件む付で
1 19

2
91 

引括 18153

京
8.8 1 30.6 1 5.4 1 36.1 

関 0.81
8 

※ 11.8 1 23.5 1 17目6 47.11 3 1 
0.0120.8125.0 54.2 

是非望む 1 5お|
7 13 1 12 

地 10.6 19.7 1.5 18.2 

条望件む付で 1 引釘i718315.4 14.6136.31 2.6131.1 
方※ 

3むあま唾なまいり望 1
21615| 

2 
9.1127.3122.71'40.9 

を望| 2151m51 10. 8.3120.8120.8.141.7 

※1 ・・ 'x'=51. 24 P<O.∞o 
※2……が=82.92 Pく0.000
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(経産〉

ほTし日世中ょ話いにいっ1 日もに会何し、I授Tじ益乳ただ事い空け手できしのだよ
病院に

てし回t，こL、 任せる
t~< 、

東
是非望む1667| 。 |~I 。 |10.0125.01 0.01 8.3 

5315HA|刈Ji
京後 書記望| バ 3:ldlsg 1 

号 室措174 2;I463 5 9目8
是非望む

時三| 144m?317i 2 
地

4.8 

33iA|2Ji1312Ji 
方※ 22t望10.81 dlバl20.O1お2 

宮室を望1 41 001 31 91 12 14.31 0.0110.7132.1142.9 
※1・・・."'=61.36 Pく0.000
※2……"'=41.16 -，-pく0.000
(4) 子どもへの好悪感と母子同室(表38)
子どもが非常に好きである人の割合は，東京よりも地

方が，経産群よりも初産群が高かったが(表30)，まだ出

産を経験していない妊婦において，子どもうρ好悪感と

母子同室の希望に有意な連関がみられた。すなわち，子

ども好きの人は，母子同室を希望l.，.，子ども好きでない

人は，母子同室をあまり望まなかったり，母子zo室を希

望する傾向が強い。

V 考察

今回白調査においては，生理的な変化とともに大きな

心理的，情動的変化を伴う妊娠の期間における母性意識

に焦点をあてた。とくに妊婦が出産経験がない場合とす

でに経験がある場合，そして現在，犬都市の代表ともい

える東京に居住l.，.:cいる場合と中小都市・農山村に住ん

でいる場合とを比較しながら，これらについて検討を加

え，母性意識の確立と深いかかわりをもっと考えられる

母子同室へり意識との関連をみていった。

、経産歴〈初産，経産〉による根違には，年齢差，出産

・育児経験。有無による母性行動・母性意識D養，さら

には母性以外。条件〈家旋構成，央婦の役割分担，結婚

生活。経験〉の差などが関連している。ままと地方による

相違は，結婚年齢，出産年齢，妊娠までり期間，己ども

表卵子どもり好悪感と母子同室

〈初産〉

ぬFr時にiP4iii;…好き.I~:>: '1 "1!if!!--c:t~ltù、

ー

東 是非望む | 53| 。
0.0 

会附で望135?:1 d| 1 12.7 0.7 
京※ ままり望ま 1-23.~1 701~1 。

し、 23.5 0.0 1 
別室組むI20.tl 50n 1 16: 7 1. 12目5

望む- 1 534 42 。
地 0.0 
告側吋 41011421611| 

。
0..0 

ガ※ ま ま 憎 ま 122.~1 dl| ". I 22.-7 2 
別室を勤 1.•.• 33. ~-I 45~ã 1 

※1・・ "''''=24.08. Pく-0.001
※2・u ・''''=36'-60--Pく0.0.00

。。。
1674.1 2 

り数などり差りほか，学歴"職業の有無，家旋構造の差

などが関連L丈いる6

1 妊娠の受容

妊娠り当初，そり事実を'どち受けとめるかは正母親に

なることへの受容，母性意識や母性行動D発現の土でき

わめて重要なと主である左考ドえられている。

今回の調査では，自分が妊娠し古いると気がついた時

うれじかっ立と答えた人は，地方が東京よりも高い割合

でみられたが，有意な差ではなかった。全体的には，初

産群では76.1%，経産群了では61.:3%がうれしかったと答

え，寺田の妊娠を肯定L.受容している。最近むわが国

の他の研究をみると，ーと回ら1)(j)研究では，肯定的障受

けとめていた大は，娃娠初期では初産69;1%;経産62戸5
%j 妊娠後期では初産~l，:O~百，経産57.9%となってお

り，対象がわれわれり調査四東京と同じであると考えて

よかので，妊娠初期はわれわれの調査。東京の結果、〈初

産69.9%，経産60;8%)とほぼ似通ったものである。

妊娠へり受けとめ方は'.者れが望んだものであったか

どうかに.t勺ても異なってぐるザ今回φ調査では，妊娠

を望んでいた人四割合は経産移よ，りも初産群が有意に高

かった。妊娠を翠ゐでいた人にとってはs妊娠に気がつ

いた時の感情がうれしかフたとすjる人が殆んどであろう

し，上述。結果と事実上対応Lているか大日向鈴は，同
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じく東京の初産婦〈平均妊娠6-7か月〉を対象に妊娠

中田心理について調査し，妊娠を知った時非常に嬉しか

った群 (44.2%)は，どちらかといえば婚しかった群

(42.9%)や困った群 (12.8%)よりも，既に赤ちゃん

に対し積極的な愛着を持ち.胎動に感動1.-.お腹が大き

くなった姿に対Lて肯定的な感想を持つことを報告して

し、る。

こりように望まれた妊娠は物産の娃婦により顕著にみ

られ，それが母性意識の発途と強く結びついていると思

われる。

しかし，第2子以降では，家族計画的配慮そり他，妊

娠を積極的に肯定できない背景が全体的に強くなってく

る。われわれの調査においても，経産群では，約30%の

人が望んでいなか。た妊娠であり， 38.1%<1>人が困った

り，とまどいをおぼえtいる。

右上らめは，ある地方の妊婦について調査し，望んだ

妊娠と答えた人は78.9%.望まなかった妊摂と答えた人

は2L1%であった(母親学級受講者では14.3%と低くな

っている〉と報告している。こむ結果について，初産，経

産別に算出すると，望んだ妊娠?と答えた人は，初産84.2

%，経産75.0%.望まなかった妊娠と答えた人は，初産

84.2%.経産了75.0%.翠まなかった妊娠と答えた人は，

初産15.8%'，、経産25.0%と，経産婦が高〈なっている。

上回らD の研究でも，妊娠に対して否定的受けとめ方を

したり，肯定・否定。と・ちらでもないλはL初産30.9

%.経産37.5%と，経産婦の方が高い。

経産に比較し，初産の場合には，妊舵Sのまるこびゃ

積極的受容が母性意識や母性行動と結びつ〈背景が強い

と思われるが，経産自場合には，妊娠に対する感情は多

様化する背景を持ち，母性意識・行動と即応Lない条件

もみられて〈るように思われる。

なお，、花沢.，は，母性感情について，母親<1>年齢とこ

どもへり愛着感情との関係にふれ，年齢'jJt高い程愛着感

が低下する傾向があると1.-.育児申適齢怯について検討

する必要性を指摘している。経産のほかに，年齢的な相

違も考慮すべき内容であり，今後の継続的研究の中でさ

らに検討を加えるべきものと考えられるが

(2) 妊娠中町不安

今回の調査によると，妊娠中自分自身のことについて

の不安，心配は，東京，地方ともに身体・健康土のこと

が最も多く，とくに地方では初産群りみならず経産群に

おいてもこの種の不安・心配があまり低木していなし、。

また，生まれでくる赤ちゃんについては，初産群では全

体の3分<1>2以上の人が，生まれてくる赤ちゃんにもL

異常や問題があったち，という不安・心配を主に持って

おり，経産群でも40%前後の人が同じ不安・心配を持っ

ている。しかし，これはむしろ健全な心配ごとであると

も考えられる。

妊娠，出産の経験による差は当然見られるが，とくに

妊婦自身の精神的不安・心配は初産群に比し経産群は3

分の1に減少し，赤ちゃんを育てる自信があるかどうか

の不安，心配は経産群全体の 2%台に過ぎなくなってい

る。

初産婦における妊娠中の不安傾向については九鳩らむ

が寸旨摘しており，また穂垣らのは，妊婦の不安に関する

測定法なと・についで検討を加えているが，妊婦の心身上

の不安，病理が麿栂期やそり後。育児に及ぼす影響を配

慮して，妊娠中の母性保健指導が積極的にすすめられる

ことが望まれている。

(3) 希望する出産申場所と分娩方法

今回の調査では，出産の場所については，調査対象の

条件統制による差が影響としてみられた。地方に限って

みると，規模が比較的小さく，あるいは個人的つながり

が強いと思われるところでの出産を予定している傾向が

みられる。このことと母性意識とめ関連は必ずしも明瞭

ではない。出産の場所を決める理由として，東京，、地方

ともに信頼でき安心して任せられること，自宅・突家に

近いことが非常に多くあげられている。

一方，出産にあたってJどりような分娩の方法を望む

かについてみると，地方別による有意差がみられた。初

めての出産を前にして，苦しくても自然な状態で生みた

いと望む人は，東京よりも地方自方が多かった。

この傾向は，出産する施設における設備・管理とはあ

まり関源なし妊婦の意識による相違と関係りあるとk
が示唆された。即ち，以下にふれる出産後。赤ちゃんと

の接触に関する地方。差と関係が強いことが考えられ

た。

なお，今回の調査では，有意な差ではないにしても，

経産群り方が初産群よりも，苦しくても自然な状態で生

みたいと望む人心割合が高かった。花沢剣山は，母親の

妊娠中，分娩時り苦悩度が高い場合だけでなく，低い場

合にも，その後のこどもへり愛着感情が低かbたと報告

している。このような分娩の状況及び出産申経験と母性

とり関係については，なお検討すべきことが安い。

(4) 生後間もなくからのわが子との接触

まず，出産直後できるだけ早くからずっと自分の赤ち

ゃんと一緒にいたいと希望する人的割合は，東京(初産

群:28.3%.経産群47;0%)よりも地方(初産群47:0%ι

経産群33.8;めが有意に高い。こりことは，上述。分娩

の方法と関連させて考えると，はじめて生まれてくる子
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との一体感ともいうべき母性意識の発露が，地方におい

てより明瞭に示されているといえる。東京に居住する妊

怒り中にも地方出身の人が含まれている主考えられる

が，両地方自生活環境や生活意識，育児意識とともに学

歴や後述する家庭・育児へり結婚前白期待や子ども内申

好窓感の差が示されでいる。

つぎに，赤ちJゃんとの接触の希望は，出産を経験する

ことによ~ .賓意に低《なっている。先きに引用した研

究<>.η に示されている母性意識とともに，出産を経験し

たことによる現実的対応。変化も含まれていよう。こり

ことは，入院中母子別室である場合の赤ちゃんとの接触

についてり回答からもうかがわれる。母子別室の場合で

もできるだけわが子と接触していたいと望む人は，東京

よりも地方が有意に多いという上述と同じ傾向がみられ

るほか，経産になると，接触は授乳のときだけでまいと

いう割合も高くなっている。

ところが一方で東京，地方ともに経産自場合でも，で

きれば日中はいっしょに授乳や世話をしたいと望む人の

割合は，初産群よりもむしろやや増加している傾向がみ

られ，接触指向，非接触指向がやや両極化することは注

目されるところである。

(5) 母性行動

出産を前にして，これから生まれてくる子どもへの母

性的養育行動に対する希望についての回答をみると，、お

おおむねつぎりような母性行動。輪郭がうかんでくる。

一まず，生後4週間は殆んど白人は母乳栄養で育てたい

と考え，わが子への授乳は子どもり要求にあわせて与え

、るようにしたいと考えている人が多く，とくに出産経験

のある人はそり希望が強まる。深夜，疲れて眠っている

時"赤ちゃんがひどく泣いたり"寸ずったりすると，多

、くりノ"Jt;す十起きたり，できるだけ起きょうと考えてい

る。赤ちゃんD排便やおむつり処理は，出産，育児経験

。差が明瞭に出て，未経験D場合は，約3分の 1程度。

人が汚ないのではないか，いやな気持がおきるりではな

いかと思っているが，経験者では殆んどD人がそりよう

な気凝を持たず，何Dためらいもなくできる。

， Luding toncH碑， S..M8lは，母性的養育白内容を

;rq.9也erin写〈騨'L.おむつ替えなど〉と ~t~rnicity

ぷ母親D情愛的働きかけ〉に分けているが以上自調査結

果宜みるとz一般家庭昨おいてはいわゆる母性意識とし

て?)J.Il~ternicityが，きまさ・まな motherip.g の経験に

よって強固なものになるとかう側面をあらためて示じ丈

いるよう底思われる寸この点については，今後さらに追

跡的研究を行っていく予定であるが，これらを育えんで

いf背景となる母性環境も又重要である。

(6) 生育歴と母性、

今回の調査では，妊婦自身。母親からの震情体験，子

どもの買の家庭的雰閤気，家庭生活や育児へり期待"結

婚へり期待そして子どもべり好感感など，幼少期から現

在に至る迄D生活を通じて，一母性砕かかわる意識をみた。

これらり回答から，おお、むかつぎりような輸郭がうかん

でくる。

殆んどの人が.'母親から，愛情をもって育tられたと

感じ τ家庭の雰閤気もなrごやかであった。ひとりつ去は

非常に少ないが，これまで赤ちゃんや小さか子と接触し

たり，世話をじた経験は少ない占多くの人ば子ども好き

であるが，やや年齢が若ぷ出産の経験りない人にこど

も好きり火が多いσ多くり人は家庭生活や結婚そLて育

児に期待を持っていたが，その傾向は東京よりも地方に

はづきりみられる。学歴は，地方よりも東京が高ふ職

業についている人は東京よりも地方に多いがh働くこと

と育児とを対比させると，多くり人は育児童視昔置に属

じ，かなり多くの人は自分が女性でよかった主思ってい

ーる。

母性意識，母性行動とりわけ ma白血icityにかかわり

りある女性。意識や行動は，生後間もなくから，幼少期

そして思春期，青年期に至る環境・生活経験と強丈結ぴ

ついているといわれる。妊娠の体験は，会人D母怯由連

鎖D経過や結果が比較的明瞭にあらわれる時期で、もあ

る。冷田町調査結呆では，対象となった妊婦が母性体験

におい之問題を擁Lている例がきわめて少ないaむしろ

妊娠.'出産経験田義や今日の社会メ文化的環境ま反映L

た年齢差下地域議か色くる意識り相違四方が示されだよ

5にJ思われる， ' 

柏木"は，若い世代の母親には，子どもへ申肯定的，積

極的感情む否定的，消極的感情の排反的両面的心理が

共存l-u ，ること，職業についている母親とくにヴルタ

イムり職についている母親よりも，無職。いわゆる専業

主婦・母親D方が子どもに対する否定的j消極的な感情

を強く抱く傾向を持っていること。さらに母子家庭のみ

を対象とした学歴差でみると，低学座。人ほど子どもへ

の肯定的，積極的感情が強し否定的，消極的感情をも

っ人は高学歴の人のみにみられたこと，などを報告して

いる。

ヤ)母性意識と母子同室D希望

以ょにみ苦きせ母性意識に関するさまざまな傾向は、

本研究の中心的テーマである母子同室に対する妊婦り意

識と強h関連があることが予想された。舟回取調査ごす

は，母手同室を望む人D割合は，経産群〈平均68， 7%~ミ

よりも初産群(平均84，8%)'が有意に高く，東京〔初産

- 15ー



日本総合愛育研究所紀要 第18!島

群79.4%，経産群61.4%)よりも地方〈初産群8:1.9%，

経産群75.8%)が有意に高かった。母子同室を望まぬ人

は，初産群が地方12;1%，東京18.8%であるりに対1.-，

経産群は地方22.4%，東京37.7%と約2倍であり，東京

は地方自 1，6倍前後である。

この傾向は，分娩方法や赤ちゃんとの接触，そして子

どもへの好思惑，家庭生活や育児に関する意識にほぼ対

応している。却も，初産群において苦しくても自然な状

態で生みたいと希望する人は母子同室を強く望み，生後

間もなくからまた母子別室であっても，赤ちゃんとでき

るだけ一緒にいたいと希望する人は，母子同室を希望1.-，

時々又は必要な時だけ会えばよいとする人は，母子同室

をあまり望まなかったり，母子別室を希望する傾向が強

いということである。

また，初産群において，子ども好きの人は母子同室を

希望.1.-，子ども好きでない人は，母子別室を希望する傾

向がみられた。

以上の結果はやや年齢層が若心出産を経験していな

い子ども好きの妊婦の方が，できるだけわが子と一緒に

いたいと望み，母子同室の希望が強いことを示してい

る。

このように母子同室。希望が経産群よりも初産群に商

い傾向があることは，上野ら抽によっても報告されてお

り，それによれば初産群78.3%，経産群46.3%となって

いる。今回。調査結果では，経産の場合でも過去母子同

室を経験した人の方がそり体制を望む傾向があることも

示されている。ところが，そり場合でも東京では母子同

室を経験している人が，母子別室を望む割合は，地方よ

りも 2倍多くみられる。前回の研究報告山では，母子同

室。場合には，母親側の問題として，睡眠不足，不安，安

静が保てないなどが指摘されている。これらりほか，病

院D管理・経営・君麓商などの条件，さらに妊婦0育児

意識が関連vcいようが，地方よりも東京において，母

親が子どもとり接触や同室を望まない背景についても明

らかにじていく必要がある。

/，(的父桂

三乙の研究は言うまでもなく母性に焦点をおいている

が，今回の調釜では，妊婦の失についての父性意識にか

かわる内容についてもとりあげた。

まず，喪が妊娠していることを始めて夫に告げた時，

夫のよろこび白反応はいす・れの場合も褒よりも大きく，

初産群では約90%，経産群においても約80%という商さ

であった。夫めよろこびは，父性白ポテγシャル町商さ

を示Lているともい瓦る。こりことは子ども好きの傾向

と関係していよう。子どもへの好悪感をみても，失の方

が明らかに商<，子ども好きの人目割合は東京では約93

%，地方では95%前後に達している。最近の研究でも，

上回らむ研究報告から算出すると，褒の妊娠を肯定的に

受けとめている失の割合は，初産群では78，3%，経産群

では69.5~百といずれも襲よりも高い割合でみられる。平

井ら1Z)Q)研究では， 1歳児の父親り90%，5歳児の父親

の80%以上が子ども好きであると報告している。

つぎに妊娠中町葉へり夫町配慮をみると，失が何かと

気をつかってくれると感じている妊婦は，初産群では90

%を越えている。しかし，経産になるとその割合は約80

%となり，中でもよく気を使ってくれると感じている妊

婦は初産群の2分自 1"-'割合にまで下がっている。

以上のことと関連するが，出産時由夫申立ちあいを希

望する妊婦は初産では，東京32.9%，地方39;19百，経産

では東京31.1%，地方32.0%である。他。研究と比較す

ると，入内島ら1めは，分娩が始まったら失が褒Dそばに

いてほしいと希望する妊婦は初産42.0%.経産35.6%で

あるとし，一方表町分娩に立ちあいたいと希望する央は

初産4，1.6%，経産31.8%であり，今後分娩時に失がそり

役割をどのように果たすべきかについて提言している。

また山田ら，.，は，分娩への立ちあいを希望する妊婦は43

%に対1.-，夫は25%であり，年齢の著い失の方が立ちあ

いを希望していると報告している。

父性意識D確立やそり態様には母性と同様に社会的文

化的環境の影替もまた大きいが，以上田ような結果は，

将来襲の分般に失が立ちあう傾向はより高まっていくこ

とを予想させる。諸外国の研究をみると， Gordell，Aら

聞は，分娩室で褒白出産に立ちあった夫ほど，父親とし

ての子どもへの養育責任や役割を果たす傾向があると指

摘し， Parke， K16>は，生後数日Lて子どもと母親，父

親が一緒にいる状況では，分娩室で立ちあった父親町場

合に，父子相互作用が，母子相互作用よりも馨1.-<41>ミ
みられたと報告している。とりように分娩時の立ちあい

と父性とり関係り強さを示しているもりが多い。、

さて，以上白ように妊娠中，出産時における夫のかか

わりへの5耳目希望・期待は経産婦になるにつれてやや低

下する傾向がみられる。こり傾向は央への育児の参加に

対する希望・期待という函でより顕警になる。要が夫に

何らか白育児参加を求めている割合は，初産，経産群と

もに90%前後であるのに対1.-，実際に央がそれをやって

くれるだろうと考え，期待する割合は初産群。73%前後

E対1.-，経産群は51%前後へと低くなっており，頼めば

やってくれるだろうという，あまり期待しない人の割合

がとくに多〈なっ亡いる。

父性のポテγ シァルと bてり失由子ども好きの傾向
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と，現実。育児へのかかわりとには隔たりがみられる。

父性に期待される機能。うち，育児りウエイトは寺後必

然的に高まることが予想されるが，今回の研究では，父

性に求められる機能についてめ調査を含んでいないの

で，今後D追跡的研究を通して父憶における脊児の機能

についてさらに検討を加えることとしたい。

N 要 v 約

1981年10月から12月にかけ，全国9か所の病院，産

院，保館所，助産院等〈東京3か所，地方6か所〉を利

用した妊娠中。婦人 1，205，人に対しr妊娠，出産，育児

にかかわる母性意識及び出産後の母子同室の希望などに

ついて， 36聞の質問項目によるアγTート調査を行なっ

tと。

有効回答とされた 1，031件 (85.6%)を集計，分析し

た結果，つぎのような点が明らかになった。

1 望まれた妊娠は経産婦よりも初産婦に多くみられ

た。妊娠へりよろこびや積極的受容は母性意識や母性行

動と結びつ〈背景が強いと考えられるが，経産婦D場合

には，妊娠に対する感情は多様化し，また，出産を経験

Lたことにより現実的対応に変化がみられ，母性意識や

母性行動と即応しない条件もみられてくる。このこと

は，出産後の自分の子どもとり接触を希望する割合が，

経産婦白方が有意に低くなるとともに，援触指向，非接

触指向とに両極化すること，また一方で経産婦では，赤

ちゃん由排使やおむつの処理は殆んどの人が汚ないとか

いやであるとかり気持をもたず，何のためらいもなくで

きること，などからもうかがわれる。

2 これまでに乳幼児と接触した~，世話をした経験

を持つ妊婦は全体の4分の1と少ないが，やや年齢が若

心出産の経験むない人に子ども好きの傾向がみられ

た。また，苦しくても自然な状態で生みたいと希望する

初産婦は東京よりも地方に多ふさらに出産直後できる

だけ早くから自分の赤ちゃんと一緒にいたいと希望L.，

母子別室の場合でもできるだけわが子と接触していたい、

と希望する妊婦も東京より地方が多かった。生まれて〈

る子とり一体感ともいうべき意識は，地方においてより

明瞭に示されている。

3 母子同室を望む人。割合は，初産群が経産群より

も，地方が東京よりもそれぞれ有意に高<.初産群で

は，子ども好きの人は母子同室を希望L.，子ども好きで

ない人は母子別室を希望する傾向がみられた。しかし

経産婦であっても過去母子同室を経験している人はそり

体制を望む傾向があることも示された。

母子同室の希望を母性意識とのかかわりでみると，苦

しくても自然な状態で生みたいと希望L.，また生後間も

なくからできるだけわが子と接触し、tいたいと希望して

いる妊婦，やや年齢胞が若心出産を経験していない子

ども好きの舟婦に母手間室を希望する割合の高いことが

示されてrいる。，

母子同室制の諸条件を整えることにより，一初産婦とと

もに経産婦。母子同室。希望は一層高まることが予想さ

れた。

4 あわせて母性意識。適齢性及び母性意識とかかわ

勺りある父性誌識につトて，今後関連してさらに検討す

る必要性が認められ?と。、
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Study on Rooming-in System : Consciousness of Motherhood 

and Wil1ingness tO. R，∞ming-in System in Pregnant Women 

E. TakaJ田shi，S目 Fori凹 chi，Y. Chi胆，

K; Miya日，ki，T. Kato， T. Amino， H. Hagiwa回

& H. Fujii 

S田:ondrepo抗 ofthis study induc;les the result of analysis concerning the consciousness _of mother-

hood and the willingnesa tq the mater，nal -and child room.ing-in system in 1，031 preg回 ntwomen， 
600 primi開 rous(219 in Tokyo ar.白，arid381 in local area) and 431 multiparous (2i2 in Tokyo area and 

219 in locrl ar，曲).

Sigmfieant lindings were as follow$_; 

1. Pregnancy was more wante:a by primipar_ous women than by multiparous， ones. Consc岡崎nessand 

atti旬desconcerning p:日gnancyand ?lo'世間rhoodseemed to be diversified in.multipa問。uswomen， ，m 

whom， for instance， such tendency like. towards poles asunder to田宮lycon'恒ctoriented or non-回 r1l:

con旬ctonented. with出eirbabies j1.Ist after giving birth was shown. 

2. Rathex: younger andjor primi開r阻 swomen showed the 1iking for children" and they als，o" ho~吋

.natural childbirth， although也eysupposed to meet 'suffering pain at birth 

Wonien， who hoped回 tu回 1birth and to :t.ave more times to stay with their babies in cas~ (!f 

rooming叫 tsystem， were seen more in local arl曲 thanin Tokyo ar，国.

3. Results described above we田 connec匝dwith the willingness to mat.ernal .and. child z:ooming-in 
system. • Women who have willingn時 sto r'∞ming-in system we四 seenmore in th鳥mwho were 

国 theryounger and plImiparous， liked chiId悶 1，hoped natural child-birth and hoped early con恒 ct
J 

with血eirbabies. Women in 10国 l町田 hadmore willingness to r∞ming-in s:戸tem出anthose in 

Tokyo area 

WhiIe， the result that multiparous women who had once gone through r∞ming-in system were 

also . w~lling to do. so again suggested， the importance of出issystem which will probably have 

somewhat keypoint for， the optimum consciousness .and the attitude of motherhood. 
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毒 事Z緩や出怠旬。ぃ宅、 obl!i!や不安がありますか。

' な も、 f ・s・ëfs:'T・'~';';T丞:x_・長官広守苛局審官ろ百そ五・そ~1;r~~'~0i己~~;.1
2 あまり考えたことはない 1 <つでもO~Pをつけ、 (J に自由にご記入〈ださい。 i 
S ある .l 1 経済的なこと ( - )! 

i 2 生活環境のこと ( )! 
3 身体上、健康上のこと( )! 
4 精神的なこと ~ ) 1 

…?.“主r!!:魚…-…-ー・・・・…"し.…..……..............・・・也叫岨u
6 生まれ吃〈事務ち申んのζとについて、心配や不安な二とがありますか。

トな~ ~、 !"s石"6::C" 五:ü1f.rた苛iiア3f:'ふう百谷正ろ.ぷ.ぞ広そ'if王宮E苛己'~~ì
2 あまり考えたことはない ! <つでもO印をつけ、自由にご記入〈ださい。 i

‘3
1
ふる ζ i I もし異常、問題があったら 【 ) j 

! 2 脊てる自信があるかどうか 【 ) i 
c 、 ! 3 図りの人の理解があるかどうかc J! 

L…...u…….日.…….~~...主'!!.忽.……-………・…._.J.._.・..…・……-…必
7 経線中:::~主人はf苛かと気をつかって〈れますか。

1.よ〈気をつかって〈れる

2.どちらかというと気をつかって王れる，

S どちらかというと気をつかって〈れない

じ ':' ~. あまり気をつかって〈れない

8 ど号い号とζろで出産する予定ですか。またそれはなぜですか。

a 出産場所{ひとつだけO勾をつけて、〈だ浮い。すでに決めてい串翁院や産院があればその名前をお望書き〈

f三書 L、A
E 病院で【 ) 2 産院で( ) 

， .3 診療所・開業医で 4 母子健康センターで 5 助産所で S 自宅で

b その理由(仁コ内1号、宣告も大きい理由には 1と、次に大きい理由には2と、 S毎日の理由民は3と、 2つ

だけ数字を記入して:， <ださい)

1 :自宅停ちかいなら・・・山山....・H ・......…・・・・・

2: 実家にちかいから・・H ・H ・...・H ・・

。:.:~.，信頼でき安心して伝せられるから………
4 街全管理や段備が護っているから・・・・・・・…

5'わずらわじいことを気にじな〈てもよいから…H

，眠 何かと援助t;τ、もらいやすいから・・・・
い ? 経質の」己で問題がなt、から・・…・・・・・

8 自分のカだけで産んでみたいから川町山山・・

9 その他・....・・・......ー-

9 ~事也、奇状!!lでの出還を謹んでいますか。
j 請書物1:よる無痛分挽を望む

‘ ~ l!書物によらない無痛分娩を望む

S 告し〈ても自然な状態で産みたい

a、病院などの方針に任せる

5:符1:ない

to: tII~の時、ご主人〉が忠苧あうことiについて、どう思いますか@ 。

S 是非立ちあってほしい

2 できれば立ちあ'づてほしい

S できれば立ちあってほしくない

4 総対立ちあってほし〈ない

5 .，邑の窓志に侵せる

11 出産旗後から、ずっとご良分の耳障ちゃんといっLょにいたいと思いますか。

1 できるだけ早〈からいっしょにいたい

2 自分が疲れていたり、赤ちゃんの健康や感染が心配だが、いっしょ民いたい

3 自介が疲れていたり、赤ちゃんの健康や感染が心配なので、時4会えばよい

4 退院するまで必要な時だけ会えればよい

S 退院するまで病院に任せてーと〈に会わなくてもよい

12現在、病院じよってはお母さんと赤ちゃんとの最初の出合いを大切口Lィその後の母子聞の犠触や交泌をで

毒事だ11配慮するため、入院中お母さんと赤ちゃんが同じ部慶応いる体制をとってい事場合がありますo:'h. 
t-母児同室帝jといいますが、 ζの母児同窓制についておたずねLます。

a f辛児同窓の希望

E その体制を是非望みたい

2 その体制で、母児の健康を十会1;:.配慮して〈れるのであれば、ぞれを望む

:.~ ..-'C.の体制では、母泥の健康を十分に配慮してくれるかどうか心配であり、めまり澄まない

4 自分も〈つろげず、核れるだるうから'-JIJ窓を望む

A づぎの質問に数字で、また01;;1:あてはまる翁自にO印をつけて按答え〈ださい。

t あなt:.の年由主 : 満( ) 1& 
宮 あ'なたのき辞麗 : 1 中学 2 ~高校 3 専門学総

<*倉、中越のほか杭学中も含む}

S あなたの職業 : 0 なし よーゑム

fdazi凶あ税制山手術協;;:;古;部品吉芸品川品工・波山・
)i 

! 1 事務従事(一般事務、タイピストなめ……・
ー!: 2 腕従事(小売、卸売、飲食腐主、鰍代思不動産仲介などト...........….~ ~'l 

! ; 専門的・技術的職操従事(技術者、教員、医師、音楽家、看護婦、保母など)ぺ ~ i 
!. 4 管理的職業従事(管理的公務員、会社・法人の役員など)..・

...................l J 

!' .5
サービス職業従事(料理人法・袋容師、飲食腐勤務など).....................( J 

t ; 技能ヱ?生産エ穏従事(機器車叫緋叫側・齢、飲食事側造など)・:
:: 

i 7 農林・漁犠従事3・…......
1; : ~.: :c':::::""''''.....，...............................................................( ) ¥ !' 8 ~その他の蔵相=従事…………...

!5ぬQ純 勤鵬務場糊所:けl 自 宅 2 自 宅 外 3 その他倒【 :i 
L~.旦9.~=.於捻2主.，.点哲在撚撚.虫盟曾明問蛾j胆盟P旦叩lJ.よふ幻;Iυ.日…Jム.}.よ}.. じ~...“山...“.説空主行:1.:土丘と会色七七.“………….. 山….. …….“… .. μ'.~::.t.土之之:!.日必仏.止点iナ士土ムふι.. …………..…….目…….目一..~ 烈，.!.c・・……................................J

4 枇の同居 ': 1 失の貌と臨しで時 2 自分の貌と同居とう~，乙.た性雪三三-

f・5右4:ï"~:益五苛E千五'~~Ti誌面~ï:五おすまいとの館総 i 

i- ー ...........f.脚罫li!f.~.~~.全会主役....~....~盟~~:主計.~.;:烈全生飴鮎.企立合ι灯.!.忠T主.
、
5 出遂の緩E験完免句 : 0 なし l ♂あり、(: )悶 四

件
務
ゆ
糊
湖
沼
湖
沼
諮
糊

満
H
∞
獅

/，γ 

6 その他

6.貌容の挺綴週数 2 潟( )週

Bつぎの質問的いてあてはまる項目にO印をつけて〈ださい。

1 挺嫁包気づいた時は、どういう感じでLたか。
、

2 うれしかった

Z うれしかったが、色荷な事情・理由でとまどいがあ弔た

3 色々な事情・狸由で闘った気持l二なった

4 産みた〈なかったので、うれし〈なかった

2，.経娠t..-c.いるZと告初めてご主人広告げた時、ご学入はどう感じたと思いますか。

1 うれしそうで、とてもよろこんでくれた

Z う
P

れしそうだったが、色身な事情・理由で心底からよろ乙んではいないようだった。， 
3 みのところ産む予定

i

はなかったので、うれしそうで拡なかった

4 とまどい、図っているようだった

S 今回の挺娠は望んだ、あるいは計濁したものでLたか。

' 
望んでいた

2 llt爾通りだった

2 まだ望んでおらず、今回は早すぎた

4 jJ量むつもりはなく、望んでいなかった

4 挺娠中の健康はいかがですか。
1

1 非常に良い

2 大体良い

3 どちらかというと怒い

4 非常に惑い

5 大学以ム4 短大

ト・4
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{汗子苓とど.沿説王三.工λ'X，.芸zお.玉云富5拐五古長蕗協石玄五持吉且7忘{己己吉J五;子右お~，涜?完~-c芸詩子宗:………….刷山….岬山..".. 山……H ・H ・.......……・………・1
i b 母児同室l!iIJの経験 i 
i 1 母児同室借lを経験したことがある

2 母児同室制を経験山とはない ! 
: … 3 主虫食~L.・...・H・..........・…・・…一-………………....J.....・-…ー・…..一............・H・'"・H・......・…..…・..j

13 入院中、お母さんとご自分の赤ちゃんとがZ1Jの鶴屋の場合、ご自分の赤ちゃんとどの程度いっ Lょにいたいと

思いますか。

l 授乳のときだけでよい

2 授乳のときだけでな〈、赤ちゃんに路Lかけたり世話をするときもほしい

3 1日に何回も会うときがほしい

4 できれば日中はいっしょにいて授乳や世話をしたい

5 病院などの方針に任せる

14 生まれて〈る赤ちゃんじ生後約4週間は、どのような栄養法をとろうと考えられていますか。

i a 栄養法…H ・H ・.....ひとつだけOをつけて下さい ib 連出……..…"・い〈つでもOをつけて下さい i

j l 是非母乳にする j i 自然であるから i 
i Z なるぺ母乳にしたい 1 . 2 医学的に安心だから 1 
i 3 母乳、人ヱ坑の混合乳を考えている 1 3 栄養上よいから i 
1 4 なるべ〈人工乳にしたい i 4 スキンシvブがはかられるから i 
1 5 是非人工乳にする ' ‘ ! 5 事L房の形が〈ずれるから i 
! 6 どちらでもよい i 6 P C Bなどの汚染地奇心配的、ら ! 

; 7 仕事に従事するから i 
J 8 自分がそうだったから i 
1 9 その他( ) i 

15 どのよラな授写Lの仕方をしたいと思いますか。

~ 
o 

1 規則的に与えるよ以も、子どもの要求にあわせて与えたい

2 どちらかというと、規則よりも要求を大切にしたい

3 どちらかというと、喪求よりも規則を大切にしたい

4 きちんと時間を決めて、規則的に与乏たい

5 どちらでもよい

16 深布、疲れて限っている時赤ちゃんがぐずったり、ひど〈泣いたりした場合、どうなさろうと思っています書、-

i すぐ起きであやしたりする

2 限っていたり疲れていると起きられない時、もあるだろうが、できるだけ起きる

3 あまり長かったり、ひどい時は起きる

4 むしろ起きないて・いる

17 赤ちゃんの排便やおむつの処濯について、どう思いますか。

I 何のためらいもなくできる

2 汚ないとかいやな気持はおきるだろうが、しなけれ'ばいけない

3 しなければいけないと思うが、あまり手をかけないですむのならそれにニしたことはない

4 汚ないし、いやな気持がおきるので自分ではできない

18 ご主人もいっしょに育児ロ参加す吾ことについて、どう思いますか。

a あなたと自身の考え.

I 全面的に参加すべきである

~ いつもではな〈、必要な時には夫に参加してもらいたい

3 自分だけでやり、夫には余計な心配をかけた〈ない

4 夫の意志に任せる

b 完了主人の考え

1 全菌的にやって〈れるだろう

E 必要な時にはすすんでやって〈れるだろう

3 頼めばやって〈れるだろう

4 夫はやって〈れないと思う

19 あなた自身は、赤ちゃんの頃どのような栄饗法で育てられましたか。親の鼠やご自身の母子健康手阪などから
お告書え<~幸い。 、

， 1 母乳

、2 混合写L

3 人工E写L
4 わからない

~O あなたは、おかあさ・んから愛情をもって育てられたと思いますか@

l 会〈そのように思っている

2 どちらかというとそう，思っている。

3 どちらかというとそうは思っていない

4 会〈そのように患っていない、

21 あなたは、こども時代何人きょうだいといっしょに育った経験がありますか(】内に数で飽入して〈ださい。

I 兄( )人 Z 姉c)人$弟( )入 4 妹c)入

22 あなたの育ってきた家庭はどのような雰闘気でしたか。

! とてもなごやかであった

2 どちらかというと、なごやかであった

3 どちらかという之、あまりなこ'やかではなかった

4. 会〈なごやかて・はなかった

23 あなたはJ結婚するまでt:赤ちゃんや小さいお子喜んと接触Lたり、i!!:鼠をLた経験をお持ち.ですが。

1 保母、幼稚図の教姶、看護婦などの仕事をとおして、よ〈赤ちゃんや小さい予を世話した経験がある

2 日常生活をとおして、よく赤ちゃんや小さい子を世話した経験がある

3 少しではあるが、赤ちゃゐや小さい子を世話した経験がある

， 4・赤ちゃんや小さい子と接触したり、世話をした経験がない

24 あなた肱ぉ結婚前から家庭生活や育児じついて剣待や音声奇持っていましたか。

1 ~量〈持っていた
: 2 どちらかというと持っていた

: 3 どちらかというとあまり持っていなかった

J 4 会《持っていなかった

25貌盆q).結婚ほ望んでいたものでしたか。

、 ‘ 1 夫ともども非常に望んでいた

2 自分は望んでいたが、夫は必ずしもそうではないかもしれない

、3 自分はあまり謹んではいなかったが‘失は望んでいた

; 4' 夫ともども別に包んでいたものではなかった

28 あなたは、結婚して何年、何ヵ月になりますか。

、1 sヵ月未満 2 6カ月四 1:年未満 3 1年目2年未満 4 2~-3 年未満

'5. 3年ー 4年来潟 6 4年目 5年未満 7 5年四10年未満 8 10:年以上

27あなたは、子ども好きですか。

I 非常に好きである

Z どちらかというと努きな方である

S どちらかというと好きな方ではない

4 好きではない

28 あなたのご主人は、子ども好きですか。

l 非常に好きである

2 どちらかというと好きな方である

3 どちらかというと好きな方ではない

4 好きではない

29 あなたは、家で子どもを育てることと社会に出て働〈乙とのどちらを望みますか。

; I 家で子どもを育でるこιが大切なのでそうしたい

2 家で号どもを育でることが大切だが、現実には働〈こともあるだろう

3 jjまで子どもを育てることも、社会に出て働〈こともともに犬切なので、実際にも両方を考えていきたい

4 社会に出て働〈ことが大切だが、現実には家で子どもを育ててい〈ことも考え広いかなければならな

いTごろう
5 社会に出て働〈ことが大切なのでそうしたい

80 あなたは、女性であるニとをどう思っていますか。

‘1 女性でよかったし、誇り・に息っている

2 どちらかというと、女性でよかったと思っている

'3 どぢらかというとぶ女性でない方がよかったと思っている

4 女性でない方がよかったと思っている
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